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 延世大学で過ごした 3週間は、短いながらも私にたくさんの刺激と学びを与えてくれました。まず、これ

まで私が持っていた「留学」のイメージはもっと難しくてかたいものでしたが、今ではすっかりそんなイメ

ージはなくなりました。学びたいものや自分の興味関心があるものがあったら、そこに飛び込んでみてもい

いんだ、今はそんな気持ちで留学を考えられるようになっています。また、授業時間と科目が毎日同じな分、

毎日早起きして 4時間の授業にしっかり参加する、という当たり前のことに久しぶりに真剣に取り組めまし

た。この勉強の習慣を日本でも継続していきたいです。語学堂は国際色豊かで、様々な文化を持った人達が

一堂に会して韓国語を熱心に学ぶ姿は少し不思議なものでした。こんなにも多様な人々を引き付けるのだ、

と韓国文化のパワーを再認識しました。また、私は今まで大学はストレートに卒業してそのまま就職して生

きていくものなのだという固定観念を持っていましたが、留学中に私が出会った人たちの中には、一旦休学

をして、一度就職してから、今も仕事をしながら、など様々な背景を持ちながら学ぶ人たちがたくさんいて、

私もそんなかたく考えなくてもいいのではないかと少し楽になりました。どの留学生の方たちも意欲に溢れ

ていたし、学ぶことを楽しんでいる姿勢がすごく伝わってきました。彼らのおかげで、私も語学力だけでな

くこれからの学びへの意欲も増していったと思います。また彼らと韓国語を使いながらそれぞれの文化交換

をするのも楽しかったです。 

 異国の地で長期間過ごすというのは初めてで、苦労したこともありました。買い物をするときに袋はいる

のか、領収証はいるのか、こんなやり取りでさえ緊張して、意図したことを伝えられず終わってしまったこ

ともありました。ただ私はできるだけ英語ではなく韓国語を使いたくて、店員さんに英語で話しかけられた

ら終わりだ、と思って頑張りました。最後まで接客が終わって、日本の友達と話しているところを見て「日

本人だったの!?」と言われたときは嬉しかったです。また、セミナーで出会った延世大学の学生さんと食事

にいくことになり、最初はちゃんと喋れるのかと不安でいっぱいだったのが、会ってみるとすごく会話が弾

んで、一気に仲良くなれたのも嬉しかったです。そういう場では、話せている、という嬉しさと同時に相手

がこちらの話を理解しようと努力してくれている優しさを感じ、自分の粗も見えて、余計に頑張ろうという

気持ちが大きくなりました。 

具体的にプログラムの内容に触れてみると、まず最初の 4日間は京都大学の学生だけのために用意してい

ただいた授業を受け、そのあとでそれぞれのレベル別授業に振り分けられました。京大用の授業は簡単な自

己紹介や料理、天気のことなど、日常生活で使う身近な内容を学べて、今まで大学の授業で学んできたこと

の確認をしつつ知識も増やせる、楽しい授業でした。レベル別授業になると、私は嬉しいことに難しめの級・

クラスに入れていただいて、それはもう鍛えられました。これまでしっかり学習してきたこと前提に、そし

て語学堂でこれまで過ごしてきたことを前提に扱われ、きちんと文法を学ぶのが初めてな上に単語力もまだ

まだな私にはかなりハードでした。授業中はものすごく集中しないと何をしているのか分からなくなるので

リスニング力が鍛えられ、休み時間のちょっとした会話は韓国語でできて、韓国語力向上にはすごく役立っ

たと思います。最初は恐怖でいっぱいだったけれど、今ではとても優秀な友達に囲まれ、自分の能力以上の

環境に置いてもらえたことに感謝しています。 

 私は本当に本当に、心の底からこのプログラムに参加させていただけてよかった、と思っています。もと

もと韓国への関心は深く、何度も行ったことがあったり韓国人の友人がいたりもしましたが、こんなに長期

間、しかも勉強もしながら韓国で過ごしたのは初めてでした。もうかなり近いと思っていた韓国も、今回で

新しく学んだことがたくさんあり、またもっと韓国が好きになりました。もっと話せたらこうできるのに！

ともどかしく感じたこともあり、逆に学んだことが驚くほど日常生活に出てきて嬉しくなったこともありま

した。また一緒に参加した京都大学の学生や、語学堂の留学生、延世大学の学生、意欲のある人達の姿を見

て良い刺激をたくさん受けました。そして何より、3週間を終えて帰ってきた私の心が、とても晴れやかで

す。言葉で表すのは難しい何か大きな変化が起こった気がします。京都大学での 1年間を終え、物足りなさ

や惜しさ、もやもやを抱えていた私が、今は意欲に溢れていて、些細なこともプラスに考えられるようにな

りました。今の目標は必ずまた韓国に留学することです。今度はもっと長期滞在して、語学堂を 6級まで終

了したいです。その時に向けて様々な面で準備が必要になるので、こつこつと頑張っていきたいと思います。

今回の経験はこれからの私の人生に大きな影響を与えてくれるものでした。一緒に頑張った友達のありがた

みも感じられ、素敵な 3週間になったと思います。 
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